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都市基盤整備特別委員会 

 

 平成１８年３月１５日午後１時３０分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎三木 誓士    ○嶋田 善行     坂口  徹 

     川 勝義     浦野 圭司     木澤 正男 

     中川 靖広 

 

２．理事者出席者 

    町     長  小城 利重    助     役  芳村  是 

    収  入  役  中野 秀樹    総 務 部 長  植村 哲男 

    都市建設部長         藤本 宗司    都市整備課長         藤川 岳志 

    都市整備課参事  西田 哲也    同 課 長 補 佐         佃田 眞規 

    同 課 長 補 佐         井上 貴至    上下水道部長         池田 善紀 

    建 設 課 長  堤  和雄 

 

３．会議の書記 

    議会事務局長         浦口  隆    同   係   長         猪川 恭弘 

 

４．審査事項 

    別紙の通り 
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開会（午後１時３０分） 

署名委員 坂口委員、 川委員 

 

 委員の皆様にはご苦労さまです。 

 全委員出席されておりますのでただいまより、都市基盤整備特別委

員会を開会いたします。 

 それでは、本日の会議を開きます。 

 町長の挨拶をお受けいたします。 

 

 委員皆様には、大変お忙しい中、ご苦労さまでございます。継続審

査の関係でございますが、都市計画道路の整備促進に関することにつ

いて、いかるがパークウェイにつきましては、岩瀬橋の向こう側の２

件の関係については、国土交通省と話がつきまして、契約ができ、今

現在、解体作業に入っております。稲葉車瀬の喜多さんの家につきま

しては、２日前に転宅をされまして、これから解体ということでござ

います。残りの買収できてない部分については、奈良国道工事事務所

の所長と打合せしまして、１８年度中に必ず買収をしていくというこ

とで、言葉的に約束をしていただきましたし、また、出来れば岩瀬橋

の仮橋の関係についても努力をしてまいりたいということでございま

しすし、我々としては、その関係等について、それ以上に東の方にも

何とか努力を向けてほしいと、今現在、土地を手放したい方等につい

ての関係もございますから、その関係についても努力をしてほしいと

いう話もさせていただいています。法隆寺線につきましても、１２月

１４日の委員会でもございましたように、龍田南２丁目の家屋１件に

ついての関係等について、引渡し等の関係でございますが、努力をい

たしていますし、西村工機等の関係についても今現在、立会いをさせ

ていただいて、努力をさせていただいております。その他路線等につ

きましても、前回の委員会でもご指摘ありましたように、安堵王寺線

の経過等についても、色々支障をきたしている関係等についても郡山

土木にお願いをしております。明確な回答が出ないという事で、我々
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としては悩んでおりますが、努力をしてまいりたいと思います。２番

目のＪＲ法隆寺駅周辺の整備事業につきましても、今現在、工事が進

捗いたしまして、踏切の拡張等、できておりますし、仮設の関係の工

事が進みつつあります。この関係については、１９年の３月完成を目

途として出きるだけ早く出来る努力をしてまいりたいと考えておりま

す。以上でございます。よろしくお願いします。 

 

 委員の皆さんと理事者の皆さんにお願いをしておきます。 

マイクを意識していただきまして、出来るだけ近づけてお話になるよ

う、お願いしておきます。 

 

 次に、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

署名委員に、坂口委員、 川委員のお二人を指名いたします。 

 本日の審査案件は、お手元に配付しておりますとおりでございます。

はじめに（１）都市計画道路の整備促進に関することについて、①「い

かるがパークウェイ」についてを議題といたします。理事者の説明を

求めます。藤川都市整備課長。 

 

 いかるがパークウェイについて報告させていただきます。 

 事業の進捗につきましては、稲葉車瀬区間において現在も用地の取

得が進められているところであり、前回委員会以降は竜田川の橋の取

り合いの関係から竜田川右岸側の三室地区で２件の用地補償契約の締

結が行われ、現在、建物等物件の撤去を行っていただいているところ

であり、年度内に事業用地の引渡しを行っていただくこととなってお

ります。これにより用地取得率は面積において約７６％となっており

ます。また、先に用地補償契約を締結していただき、移転先において

住居を建築していただいておりました白山神社前の住宅につきまして

も、撤去作業に着手されたところであり、年度内には国が土地の引き

渡しを受ける予定であります。 

 残っております用地の内、２件の住居等につきましては、現在、移
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転先についての移転に必要な法的な手続き等の調整を進めさせていた

だいているところであり、来年度には用地補償契約を締結していただ

けるものと考えております。その他の用地につきましても相続等の権

利関係の整理を早期に行っていただけるよう調整に努めているところ

であります。 

 また、地元自治会や水利組合からの要望も含めた取り付け道路及び

用排水の整理について、来週に再度、地元自治会、水利組合と協議を

行なう予定であり詳細設計の取り纏めにむけ地元調整を進めていると

ころでもあります。次年度には用地の取得が完了した部分において今

後の工事の準備として文化財の発掘調査が行なわれる予定であります。 

 いかるがパークウェイ推進協議会でありますが、１２月１９日に開

催していただき、その場においてモデル区間にかかるアンケート結果

の報告を行ない、今後のパークウェイの整備方針について、ご協議を

していただいたところであり、アンケートにおいて約６割の方から整

備内容について賛同いただけたことから、今後、詳細設計を行なう際

は各ゾーン毎の整備内容をもとに地元のご意見をいただき、また推進

協議会にも諮って整備を進めることとなりました。 

 また、会員の方から計画路線上において最近、住宅建築される予定

があるが何とか土地の買収ができないかといった意見が出されました。

町や国としてもできるだけ早く買いたいという気持ちはもちろんある

が、現状では国や町で直ぐに買収することができない旨の説明をさせ

ていただいたところ、計画路線の啓発や事業予算の確保などについて、

国に対して要望され、現在、国において計画路線の啓発のためのＰＲ

看板を五百井と三室地区の事業地に年度内に設置される予定であり、

今後の事業予算の確保についても努力していただいているところであ

ります。 

 次に、三室交差点の鬼坂の狭隘部の整備でありますが、残っており

ました１件につきましても、物件の撤去を完了していただき、町で現

道の暫定的な拡幅整備を行っておるところであり、間もなく完了し、

この部分も供用を開始できる予定であります。 
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 また、現在、国におきましては国道２５号の龍田３丁目地内、斑鳩

交番から西への点滅信号までの間におきまして、北側片側であります

が歩道の整備の計画をしていただいております。現在、土地所有者と

調整を進めていただいており、１．５ｍ幅での歩道を整備することで

概ねの確認がとれたところであります。今後は具体的な補償の条件な

どについて協議を進め、早期に歩道整備が行えるよう調整に努めてま

いります。 

 以上で、いかるがパークウェイについての報告とさせていただきま

す。 

 

 説明が終りましたので、質疑をお受けいたします。 

 

 以前に、パークウェイの稲葉車瀬区間の用地取得状況図ということ

で出してもうてる中で、私、厚生年金会館からの６メートル道路につ

いて、国等の費用負担割合が決まったら報告をいただきたいという風

にお願いをしていたんですが、それはまだ分からないんでしょうか。 

 

 委員、ご指摘いただいております道路の取合い部分の負担割合なん

ですが、現在、先ほど説明の中で触れたんですが、取付け道路の計画

につきましては、地元と調整を進めさせていただいておりまして、そ

の結果、具体的に形が決まりましたら、費用負担も含めまして、今後、

整理をさせていただきたいと思っておりまして、現状ではまだ決まっ

てございません。 

 

 竜田川から２４号線まで、前に買収されたところに未だにまだ車が

止まってますね。あれは前に買収されたと聞いておるんですが、どう

なっておるんかですね、現状と今後の見通しについて、お聞かせくだ

さい。 

 

 今、委員ご指摘の部分ですが、竜田川の西側、道路の南側になりま
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す。国の方で用地の先行取得をされた訳ですが、管理のフェンスをす

る前にああいった車が放置されたということで、国の方も過去何回か、

本人に文書等、通知して、撤去をしていただくようにということで促

して来ているわけなんですが、現状としてはまだ、具体的に、本人さ

んとの撤去するという意思については確認を出来ておらないところで

す。今後につきまして、稲葉区間、この工事、これから、先ほどちょ

っとありましたが、仮橋等、事業を進めて行く中で、具体的な工事の

中身に影響するというところに、この自動車等も影響してくるという

風に考えられますので、その中で出来るだけ退去していただくような

手続きも進めていただけるよう、国と調整をさせていただいていると

ころであります。 

 

 あの土地はもう、買収終ってますねやろ。契約のちゃんと、撤去し

て更地にするということになってると思うんですが、その土地がなぜ、

車１台置いてあるのを撤去出来ないのかね。そういう、パークウェイ

に限らず、他の所でも町道の上へ車を放置されて、言うて行くと紙貼

っとけとか、警察の方も言う訳ですね。しかし、そこは町道やから、

町道管理者がでんな、きちっとせんないかんと思う。特にこの土地に

ついては、皆さんの税金で買収し、更地にするということまでうたっ

てあるのに、このまま放置してるとでんな、私は後の事業まで影響し

てくるんじゃないかと思いますんで、課長の答弁は分かるけども、そ

ういうぬるい考え方では解決できないんじゃないかと思うんですよ。

正直もんが馬鹿を見やんように、毅然とした態度で望むべきだと思い

ますんで、今後、再度所有者ですか、持ち主に当たってもらってです

ね、早期に解決できるように、私は最大の努力をしていただくように、

お願いしておきます。答弁は結構です。 

 

 お願いしておきます。他。 

 

 竜田川の左岸側の交差点、岩瀬橋の左岸側の交差点のところ、以前
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に１．３メートルほど、立体交差で高くなるという説明を受けてます

けども、特に、私の住んでいる所でも、バイパスが通るという風にな

ると、そうして住宅の真ん中に住宅を分断するような高さの道路が付

くんじゃないかということで、住民さん、非常に心配をしておられる

状況もあるんですけども、実際に、今、稲葉車瀬地域の自治会等には

交渉、説明等行っていただいてますけど、左岸側の自治会の方にはそ

ういった説明等はされてるんですか。 

 

 委員のご質問いただいております右岸側の地域ということでござい

ますが、稲葉車瀬区間の事業のスタート時点におきまして、稲葉車瀬

及び右岸側は三室自治会となってございます。今現状では、三室自治

会の方には具体的な説明会ということで実施はさせていただいてはお

らない訳ですが、今後、道路整備を進めていく中で、委員ご心配いた

だいておりました道路の高さの関係等々、三室地区での工事になって

いきます。そういうことから、具体的に三室地区でも説明会をもちろ

んさせていただくという風な必要は当然でございます。なお、先ほど

委員の方で右岸側の交差点につきまして１．３メートルほど上がると

いうことで、ご指摘いただいている訳ですが、ここは決して高架では

なく橋の取り合いとして上がっていくということで平面的な取り付け

になるということで、ご理解願いたいと思います。 

 

 私、言葉で説明いただいてもどこからどう下って、どこの高さが１．

３メートルになるのか、ちょっと想像がつかないんですが、右岸側と

いうことで、私の認識、出してもらった図から見たら左岸側になって

いるんで、下流に向かって右岸側ですか。すいません、ということで

すけども、もうちょっと具体的に言って、高さが１．３メートル高く

なるというのは、言葉で説明するの難しいかもしれませんが、どの辺

りになるんでしょうか。 

 

 ご存知のように、河川の関係等で改良して橋を付替える場合では、
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高安のときの橋でも道路よりもちょっと１メートルぐらいは高くなっ

て、勾配をつけてなってくるのは、これはもうご存知のように、河川

法の関係から考えますと、それだけのものを採らなかったらいかんと。

だから、あくまでも平面ということでございますので、それだけのご

理解をいただきたいと思います。 

 

 町長説明いただきましたけども、どの高さというのは、橋が高くな

ると、そこから下っていって。 

 

 現在の堤防道路がある訳ですが、その上に新しい橋が載ってくると

いうことでございまして、その交点におきましては、１．３メートル、

今現在の堤防よりも高いところに、橋の部分ですね、出来る訳でござ

いますが、そこから現状の道路へ南北及び西にすり付けをしていくと、

こういう風な計画になっておるわけでございます。 

 先ほど、説明会の件で、私の説明の中で三室地区についてですね、

工事の説明会をしてないんですが、稲葉車瀬と同時にですね、自治会

長さんに声を掛けさせていただいてした訳ですが、結局、説明会まで

はさせていただけなかったというところがございまして、補足をさせ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 今、ご説明いただいた、声を掛けたけども、説明会にはいたってな

いという経過もありますけど、今後についてはどのように考えておら

れますか。 

 

 今後、取り付け道路の詳細設計、これから１８年度の中で進められ

ていくと思います。その形が出来る中で、次は工事に入っていく必要

がございます。そういった計画及び工事の関係します説明会等も三室

自治会の方に声を掛けさせていただいて、説明会を開催させていただ

けるように、お話もさせていただくことになると思います。 
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 他にございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

 ないようですので、これをもって①「いかるがパークウェイについ

て」の質疑を終結いたします。 

 以上、本件については説明を受け、当委員会として了承をしたとい

うことで終わります。 

 次に、②「法隆寺線について」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。藤川都市整備課長。 

 

 法隆寺線について報告させていただきます。 

前回委員会後の状況について報告させていただきます。 

 まず、用地取得の状況でございます。龍田南２丁目において１月１

８日付で土地開発公社により先行取得を行い、樹木等の支障物件の除

去、整地がなされたことから土地の引き渡しが完了しているところで

す。今回取得した用地に隣接する地権者の２件に対しても補償額の提

示等を行って用地交渉に努めているところであり、できるだけ早期に

契約いただけるよう調整したいと考えております。また、国道２５号

南側の店舗付きマンションにつきましても、かねてより協力をお願い

しているところですが、ようやく２月末に現地において事業計画につ

いて再度説明をさせていただくことができました。しかしながら、当

該部分は国道２５号との交差部分になることから、現在の駐車場のほ

とんどが事業地内にあり、店舗やマンションの経営にあたっての問題

が大きいということで、駐車場の配置などの考え方についても十分配

慮するよう強く要望されおり、今後それらを整理して、更に具体的な

交渉を進めていく必要があると考えております。 

 次に工事関係でございます。土地開発公社で平成１６年１２月末に

契約いたしました龍田南２丁目の家屋につきましては、昨年１２月中

旬に建物の取り壊しが完了されまして事業用地の引渡しを受けました
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ことから、中央公民館南側の東西の町道４８９号線より北へ約８０メ

ートルの区間について、１月１８日に道路造成工事の入札を行い契約

金額９５５万５，０００円で奥野興業造園土木が落札し、現在工事を

進めているところであります。なお、工期は１月１８日から３月３０

日で、工事の主な内容は、道路の東側部分の道路造成工事として主に

擁壁と水路の施工をするものであります。工事進捗率は、約８０％で

ありまして工期内には完了する予定となっております。 

 以上で法隆寺線についての報告とさせていただきます。 

 

 説明が終りましたので、質疑をお受けいたします。 

 

 法隆寺線と服部道との交差点なんですけれども、夜間になりますと

道路の中央で点滅の表示板ですか、点滅しているだけで非常に見づら

いんで、走ってても危険に感じるんですが、そこの交差点ですね、こ

うちょっとこう、ここが交差点という分かりやすくする方法は、何か

手立てはないものか、照明をつけるとか、何かそういう方策は考えら

れないものですかね。 

 

 今、委員ご指摘いただきました交差点でありますが、当初、全く道

の交差が無かった訳ですので、それが今回、平成１６年の３月に交差

点ができました。そういう事で、今まで無かった所にできるというこ

とで、なおかつ、あの部分につきましては横断歩道等がないものです

から、現状、道路灯というものは設置しておりません。そういうこと

で、できるだけ視覚に訴えるということで、ああいう真っ暗な中で道

路鋲を設置させていただいた訳なんですが、現状としてはですね、委

員のご指摘もいただいている訳なんですが、今現在、照明灯を建てる

という、物理的には、方法としては可能だと思うんですが、現状では

照明灯というところまでは考えておらないところなんですけれども。 

 

 やはり、夜間非常に暗くて通りづらいので、その辺の対策、今後、
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検討していただくようにお願いしておきます。 

 

 質問がないようなので、これをもって「法隆寺線について」の質疑

を終結いたします。 

 本件についても説明を受け、当委員会として了承をしたということ

で終わります。 

 次に、③「その他の路線について」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。藤川都市整備課長。 

 

 その他路線についてでございます。その他路線といたしまして、法

隆寺門前線がある訳ですが、今回特に、ご報告をさせていただく事柄

がございませんので、ご了承お願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

 説明が終りましたので、質疑をお受けいたします。 

 

 都市計画道路のその他路線ということで、国道２５号線の神南のと

ころの三室病院の向かいところ、今、開発が予定されていると思うん

ですが、ちょっと確認をさせていただきたいんですが、そこの道路は、

開発に当たっては歩道を提供していただけるような話を私は聞いてま

すけども、そこの開発をするのに県なり、町なりの許可が要ると思う

んですが、１万平米以上の開発は県の方の許可が要るということなん

ですね、で、それ以下だったら町だということなんですけれども、そ

この開発の許可というのはどちらの許可が必要だという風になるんで

すか。 

 

 今回のマンションの計画です。５００平米を超えますと開発になり

ますので、これは県の許可が必要になってくると。町は開発指導要綱

等も持っておりまして、事前協議を町の方で詰めまして、それから県

の方へ進達をさせていただくという形の手続きになってございまして、
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最終は、許可権者は県知事でございます。 

 

 今の開発を予定しているところも、最終的には県が許可をするとい

うことになるんですね。で、あとそれと併せて、以前から吉川議員も

おっしゃっておられました三室病院に行く右折レーンの関係というの

も、併せて民地の買収等、改善が図れるのかなと思いますけど、そこ

については、その開発の関係もありますんで、その機会に考えれるこ

とはないのかと、ちょっと疑問に思いましたんで、お尋ねをしておき

たいと思います。 

 

 この開発の区域は、現在国道２５号に一部面しております。この部

分につきましては、一番最初に委員の方がおっしゃられました歩道で

すか、開発の事前協議の中では緑地ということで協議をさせていただ

いておる訳なんですが、現在の狭い歩道に接続いたしました範囲、都

市計画道路の予定線までの範囲につきまして、これを緑地ということ

で事業主との協議を今進めております。実際には、機能的には歩道と

一体的に通行できるような形のものに、今予定をされているところで

あります。これに伴いまして、以前から右折レーン等のお話もある中

で、国の方へもこういう計画をしながら、この前後の歩道設置等もで

きないかといったとこら辺も含めまして協議をしている訳なんですが、

現状では今の開発区域の緑地ができるということ、前後の歩道及び拡

幅事業は現状では進められないというところに結論としてはなってご

ざいます。以上です。よろしくお願いします。 

 

 そしたらその件は結構です。 

 あとは、森林用地の計画用地、森林簿及び森林計画図、計画区域に

その地域がなってて、面積当たりで木を植えなさいよという地域に指

定をされているという風に県の方で定められていると思うんですが。 

 

 緑地の関係につきましては、公園以外のスペースとして開発指導要
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綱の中でも３パーセントの緑地を設けていただくということで指導し

ておりまして、現在それに基づいて事業主の方も計画の方を進めてい

ただいているということで、申し訳ございません、今委員おっしゃっ

ていただいてました県の方の森林というのは、ちょっと確認をしてお

りませんので、調査をさせていただきたいと思います。 

 

 私ちゃんと言わなかったですが、地域森林計画ですね、これは地元

説明会の際には、業者さんの方は対象外になってますという説明をし

はったらしいんですが、実際に県の方へ聞きにいったら対象になって

ますよということなんで、ちょっと意見が食い違っているような事を

聞きましたんで、町の方としてもできたら調べて、業者さんの方に指

導等をしていただきたいという風に思います。 

 

 町といたしましても、その地域森林計画というものにつきまして勉

強させていただきまして、内容によりましては必要に応じて指導もし

ていきたいという風に考えております。 

 

 今質問あった件に関連する訳なんですが、今右折レーンについても、

私聞き間違いかも分かりませんけど、国の方へ要望しているようにお

っしゃってますけどね、あれは三室病院できるときに県が右折レーン

を作るということでね、地元でも説明している訳なんです。私もそれ

から、何べんなしに言うてますねん。病院も行きましたし、県も行き

ました。一向にやってくれない。その当時の覚書というのか、今ない

と、だから分からないとおっしゃる。現実に、その当時の町長なり、

三郷の町長も、斑鳩の町長も手を挙げてお願いに行って、私もたまた

まよく知ってたんで、行った訳なんです。一番難しいなあと思ってた

ところが了解になって、今現在、開発しようと思ってはるところがう

まい事行かなかったという経緯がある訳なんです。その後も、いつも

これを言うている訳なんです。特にここは、斑鳩町の１８メートル計

画道路です。それを言うと、それは国道やから、国道がやりよりまん
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ねん、国でやりよりまんねんと言はる。何のために、斑鳩町そこへ計

画持って行ってまんのん。国と、斑鳩町で計画するけど、これは国で

広げてもらいまんねんという約束でも取ってまんのか。取ってません

やんな。あれもし、個人、極端に言って、私が病院、仮にこしらえて、

あのままでやったら、許可しまっか。私も地域、大きな医療施設がほ

しいから、そのときは了解してますけどね、しかし、やはり県挙げて、

また町も挙げて、右折レーンやるべきです。特に斑鳩町は、１８メー

トルの計画道路にしている訳です。先ほどの、パークウェイできると

します。ここまで出来てんから、絶対出来まんが、何年掛かるか分か

らないけど。私はそれまでに、今県が進めている三室交差点から１６

５号、香芝の交差点まで、今１６８号線ですけども、王寺地区でやっ

ている２５メートル計画道路、私聞いているのには、今年１８年度中

に王寺は都市計画打つと言うてます。斑鳩町、その動きが全然ないで

っしゃん。仮に、道路が斑鳩町内で出来てもですよ、あの道があのま

まであったら、あこでどん詰まりになって、それこそまた斑鳩町で問

題起こりますよ。斑鳩町としてどう考えておられるのか、同じ回答し

か帰ってこないの、自分で言うのもおかしいけど、思いますけども、

もっと積極的に運動し、やっていかんなあかんと思うんです。特に、

龍田の大橋から王寺の葛下川のところまでは、１６８号線と国道でん

がこれも、２級国道になんのか、県管理の国道と聞いてます。それか

ら、１級国道の２５号線がある訳なんです。いかるがパークウェイが

出来上がったら、あのままでもし仮にあった場合に、どうなってくる

かぐらいは、目に見えてまんがん。もうちょっと積極的に、やはり私

はやるべきだと思うんです。皆さんにいい道路造っていただいたと言

える道路にせんと、大変ですよこんなん。今のままやったら。今、開

発されるから、確かに１８メートル計画道路あるから、その間は緑地

帯で残されるだけでしょ。道路になりませんねや。先ほどの質問者が

おっしゃったように、やはりあそこで右折レーン作る、また歩道も拡

張していくその恩恵が全然ないでっしゃんか、斑鳩町。やってはりま

っか。私、口すっぱくなるほど、この事をお願いし、提起してきてい
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る訳なんです。しかし、一向に目に見えてこない。助役さんも持ち主

のところまで行ってもらって、努力してもらったことも聞いてますし、

私も行ってますんで、今は居られませんのでね、今は管財人が、今は

もう個人の土地になっているか分かりませんが、たまたま神南の墓に

面してたから、墓のところへ木が重なってきたんで、大阪の高裁まで

行って、高裁の相談所行ってもでんな、ほんまにそっぽ向くようなこ

と言ったから、私もこんな人間やから頭に来て、向こうで喧嘩になる

ほど、まあ、奥から偉いさんやと思うんやけど、来て、まあまあそう

言わんといてくださいと、押さえとってくれはったからいいけど、私

ら自分でわからへんから聞きに来てまんねやないかと、それでも裁判

所の何は、弁護士に聞いてくれと、こんな言い方でんが。私も、そこ

の相続管財人ですか、紅葉丘の方は破産管財人、たまたま神南の墓の

両側、皆、管財人が管理しておられた訳なんです。そこまで行って解

決してきてまんねん。管財人だけでいきませんねん。裁判所行って、

裁判所の許可とらんなん、なんぼ管財人でも勝手に切れませんねや。

お金ださんなんから。その土地が今ああいう状態であるときに、私は

前から申してますように、広げとかんとですね、こんなんもう、出来

ないと思います、実際に。だから早く２５メートルの、せめて都市計

画でも打っていただけたら、この前も申し上げたと思うんですが、今

１８メートルしか打ってないから、１８メートルのセットバックした

ところまでは緑地帯にされると聞いてる訳なんです。しかし、県は三

室交差点から先ほど申し上げた香芝の１６５号までは２５メートルの

計画打つと言うてまんねん。どないなりまんの、こんなん。大きな建

物ずっと建てられたら、もう絶対に２５メートルみたいな、いけまっ

かいな。せやから、今、時期というんか、やはり時を逃がしたら出来

ないと思うんですよ。国も勝手なもんで、考えてくれませんが。やは

り運動せんと。前にも、ある議員は、今頼みに行く時代と違うんやと、

委員会で堂々とおっしゃったけど、その委員会でも申し上げましたけ

ど、気持ちが分からんわと、本当に斑鳩町、愛するんなら、いつも自

分で斑鳩すきやと、斑鳩町愛してんねんと言うてはるけど、実際に愛
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してはんのかどうか、私には疑問でなりません。やっぱり斑鳩町の将

来を見越した計画を建て、またそれに向かって前進した実行というん

か、あれをやっていかんとでんな、工事をやっていかんとでんな、斑

鳩町、取り残されてしまいます。王寺区間ではあのくらいの工事やっ

てまんねん。一番根本になるところは、いまだ現在、こういう状態で

んねん。私が前に申し上げてからでも、右折レーンについて、特に県

の方へどういう要望をしてくれはったんかですな、もし、県と話し合

いをされているようでしたら、その話し合いの過程、また県の回答を、

私は聞かせてもらいたい。 

 

 右折レーンの関係につきましては、病院課の方へいって、この実情、

実態について説明をしてきてます。その前段に助役さんの方から県の

幹線の対策室へ行っていただいて、幹線道路についての改善というこ

とで、声掛けをしていただいて、それで病院課、元々右折レーンの関

係については三室病院の関係ですから、病院課等に連絡をしてもらっ

てですね、県の考え方、国としてどう考えるのか、その辺の考え方を

調整等してきてまいっております。その中で、県の病院課としては、

今日まで右折レーンについては努力をしながら、協力を得られなかっ

た部分があって、それの対策として駐車場の確保をしながらやってき

ているという中で、相当年月が経っておりますんで、今現在、この状

況の中で右折レーンの設置は難しいという結論になっていると。そし

て、国道の方については都計１８メートル入っておりますけれども、

右折レーンについては国の方での対応、一つの施設の中へ入るがため

の道路ということになりますんで、国の方で右折レーンの設置は難し

いということです。そうした中で、歩道の設置等の要望もしてきたん

ですが、歩道については国として西側に歩道があるとそうした事で両

側で今現在、直ぐに両側で必要ということにもならないということで、

今後１８メートル、都計変更やる中で対応をしていくということです

ので、今回直ぐには整備は出来ないという結論になっているというこ

とです。 
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 もう一遍確認したいんですが、右折レーンは国で対応と今おっしゃ

いましたね。もう一遍ちょっと答えてください。 

 

 右折レーンについては、国の方では対応することはできないと。施

設の中に入る、右折するためのものということで出来ないということ

です。 

 

 私の聞き間違いというか、すいません。これは、やはり病院を建て

てなかったら右折レーンみたいな、問題ないと思うんです。これを建

てるときに病院から、色々問題があって、神南、私その時、水利組合

長してましたんで、樋門も一銭玉一枚ももうてません。水洗流される

場合は協力金もうていた訳なんです。その代わりに、いつもついてる

昭和町の下に入っている管が細いのと、昔から田んぼのときから、私

小さい時分に田んぼ作ってましたんで、ちょっとしたら水、ついてた

んです。だから、あれを大きくしてくれということで、前の国道のと

ころへ造ってもらったという経緯もある訳なんです。その時に、この

右折レーンの話も出た訳なんです。その当時、先ほども申し上げたよ

うに、三郷も、また斑鳩も県へお願いしてですね、また地主さんにも

お願いに行ってもらった経緯は私も把握してますんで、その事はよく

分かるんですが、それから今までこれだけの年数が経ってあっても、

同じような状態なんです。だから、私はやはり、病院を相手取ってで

んな、病院も県立ですんで、県と一緒ですけれども、仮に、これも先

ほど申し上げたように、個人でやってる場合やったら絶対に右折レー

ンせんなら、公安委員会とおりませんが。斑鳩町の法隆寺の道路やる

ときも、三代川のところまで持っていくというたら、公安委員会から

警察から、それはもう危険であかんと言われましたんやろ。そういう

経緯もあるのにでんな。是非とも私は実現をしてもらうように、もっ

と努力をしてもらいたい、またすべきだと、私は思いますんで、是非

とも実現なるように、また出来たら王寺のところから２５メートルに
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都市計画打つときに、三室交差点から都市計画を私は打ってもらいた

い。仮に、三室の交差点から現在１８メートルのところを２５メート

ルの都市計画してあったら、私は今開発されるところも、もっとセッ

トバックしていただけるものやと、またそれ考えて買主も考えはると

思う。そういう事もありますんで、やはり早い目早い目に解決策、ま

た努力を私は惜しみなくやってもらいたい、そう思いますんで、是非

とも斑鳩町の将来を見据えた計画を、是非ともやってもらいたい。強

く要望をしておきます。終わります。 

 

 確かに吉川委員がおっしゃるように、ころころ変わって来ていると

いうか、そのことは、町長室へ県の関係の方が、町長、もう２５メー

トルの都市計画決定を打ちますよと、いうところから始まっているん

です。それからもう、今全くない。吉川委員から聞いたら、王寺から

向こうについて２５メートルにすると。三室交差点から２５メートル

にさせてくれということで、県の方から私の方へ申し入れされている

んですよ。今現在、５２年に三室病院ができたときも、吉川委員は町

会議員で、私も町会議員でしたけども、結局、あの条件はですね、県

は何とか苦肉の策で右折レーンをせんないかんという事をおっしゃっ

ている訳です。それに、三室交差点から２５メートルについては国の

もんやないかと、国のものを何で県がするのと、今、担当の者は何で

県がするということしか言わないんです。そんな事を申し送りしてい

ないというところに、私は憤りを感じているんです。あまりにも無責

任と違うかと、自分とこ、三室病院を造っておきながら、私は５２年

に、議会に出していただいて、ここに三室病院が開設されるというと

きに、右折レーンがなかったらあかんと。なぜ、２５メートルかとい

うと、国は、私どものいかるがパークウェイは２２メートルですよ。

それから２５メートルに変わってきたのは、これからの道路というの

はやはり右折レーンを作っていかんなんということから２５メートル

になってきたんです。計画が変わってきたのは、国が変えてきたのは。

その事の本旨を全く分からないというところに、私は本当に、県の対



 - 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応というのは悪いと。我々も努力はしますけれども、５２年に開設し

たら既に２９年経っているやないかと、県の担当の者も辞めてしもて

いてないやないかということになってしまうから、この事だけを擦り

替られたら、我々としたら断腸の思いで、広域７ヶ町の関係でも書類

は県に上げているんです。右折レーンを早く作ってくれということも

要望しているんです。それに２５メートルに都市計画決定すると、三

室交差点から向こうを２５メートルにさせてほしいということだった

ら、結局国の関係やから、県は右折レーンなんか関係ないと、国がや

ったらいいということで、国へ行ったんです。国は、県がそんなこと

平気でよく言いますねと、県がやってくれということで県は右折レー

ンの約束をしているから、県はするということで言うてますよという

書類を持ってきたんです。そういうことは言いながら、結局そういう

点で、今になったら現実は２５メートルは王寺から向こうにするとい

う、初めて吉川委員から聞かせていただいて、全くもう県はそんな事、

もうその方はお辞めになってますから、何も言うてこないというのは

本当に残念でですね、私も本当に、向こうの方からさせてくれという

ことで、２５メートル、そしたら、私の方も幸いやと、笠町線１８メ

ートルあるから２５メートルの都市計画決定打ってもらったら、これ

でもう、国土交通省の奈良国道事務所も部分的には買い上げしてもら

えるという段取りまでしていた。あの当時は、まだ高橋奈良国道事務

所長が航空写真を撮って、買える部分から買いましょうかという話ま

でしていたんです。そこまでいってたやつが、急に２５メートルの関

係がなくなってきたら、今は現段階では緑地として、１８メートルを

残すというだけの話でですね、やはり２５メートルということを、当

初から申し入れがあるから、そういうことはやはり、私は当然やって

いただかないと。当時は、王寺の植田町長も、急に三室交差点から２

５メートルということでかなり国に陳情されているんです。国会議員

の先生方にも必ず陳情されているんです。その結果が、なかなか進ま

なくて、ようやく難しい問題は一つあるということで、結局、王寺の

役場から向こうの方について、２５メートルということに、恐らく決
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まってきたと思うんですけども。それまでは２５メートルにやらせて

ほしいと。我々が聞いていたのは、西友ができるから、恐らくあそこ

で混むから２５メートルということになったのかなと思っていたら、

それは違いますと。西友のところの歩道の関係じゃないです。結局、

王寺の方で一つ、掛かる部分があるからその関係を入れたら２５メー

トルにならないということもおっしゃってましたから、そういう事も

考えますと、県も国も、我々としてもお願いをするんですけど、そう

いう事も十二分に守っていただかないと、結局、今、車の流れが渋滞

している。あれでも三室交差点、交差点改良で右折レーンをしてもら

っただけでもかなり流れが変わってきたことは事実ですから、そうい

う事も皆さん分かっているわけです。自分が車に乗って、乗せてもら

っても、真っ直ぐ行くのに前に、右に曲がる車が止まられたら、ずっ

と待たんなんと。信号変わってしまうということで、車に乗るものの

利便性を考えたらかなりそういう事が分かるわけですから、我々とし

ては、そういう事も踏まえて、吉川委員がおっしゃっているように、

当然県が約束をしていますから、県に対して言うて行くことが当然で

あろうと思いますし、我々としても努力をしていきたいと考えており

ます。 

 

 他にないようなので、これをもって「その他の路線について」の質

疑を終結いたします。 

 本件についても説明を受け、当委員会として了承したということで

終わります。 

 続いて、（２）ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについてを

議題と致します。理事者の説明を求めます。西田都市整備課参事。 

 

 ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて報告させていただ

きます。 

 まず、前回委員会以降の事業の進捗状況であります。 

 最初に駅舎橋上化及び自由通路整備関連工事関係であります。配線
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変更工事（２面２線化工事）につきましては、旧奈良行線の線路等の

撤去工事が年度末までに完了する予定となっております。また、２線

化工事に関連した電気、信号、通信工事及び光ケーブルの移転工事な

どは今日までに完了致しております。 

 また、駅東側の踏切拡幅につきましては、２月４日に工事が完了し

供用できたところであります。工事前には踏切幅員５．１ｍの中で歩

行者等と車両が輻輳している状況にありましたが、西側（駅側）へ２．

５ｍの幅で歩行者や自転車等が通行できるよう拡幅致しまして、車道

との境界部分には車止め５ヶ所を設置し、拡幅した歩道内に車両が進

入できないようになりましたことから、踏切を歩行者等が安全に通行

いただけるようになったところであります。 

 次に建築工事の関係でございます。 

 駅南口におきましては、１２月１日の仮駅舎使用開始後、既存の駅

本屋等の撤去工事が昨年末までに完了致しまして、年明け１月中旬よ

り本体工事に支障する南口ホーム（１番線）の上屋の撤去などが行わ

れた後、駅南側部分から自由通路の本体工事に着手し、基礎杭打ち工

事（駅舎基礎杭も含む１３本）などが完了したところであります。 ま

た、駅北口におきましては、昨年１２月中旬より北口仮駅舎の建築工

事及び仮駅舎供用に必要な２番線ホーム（奈良行ホーム）の改良工事

が行われてまいりまして、２月１８日に北口仮駅舎が使用開始された

ところであります。その後、本体工事に支障する北口既存駅舎及び北

口側の跨線橋階段と旧３番線上空のこ線橋通路が撤去されまして、３

月１０日より駅北側部分からも自由通路の本体工事に着手しておりま

す。３月２０日までには北側の本体基礎杭打ち工事（駅舎基礎杭を含

む１５本）が完了する予定であります。 

 このように南口、北口それぞれから工事を行うとともに、二期工事

で予定されていた駅舎部分の基礎杭打ち工事など可能な工事は自由通

路工事と併せて前倒しで進められており、事業の進捗を図っていると

ころであります。 

 次年度におきましてもＪＲと連携を密にしながら自由通路本体工事、
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駅舎本体工事と順に行い、平成１９年３月の完成に向けて事業の円滑

な推進に努めてまいりたいと考えておりますので、委員皆様のご理解

を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 次に駅周辺道路計画の関係でございますが、北口の南北線（町道３

１２号線）の道路計画において必要な用地の一部について、地権者の

ご理解、ご協力をいただきまして、３月１日に契約をさせていただき、

土地開発公社において先行取得したところであります。なお、年度末

で公社で先行取得した当該用地費の一部を精算してまいりたいと考え

ております。 

 次に南口広場から西側、興留８丁目方面への県道高架下付近までの

道路計画地及び当該道路から南へ新家地区農地までの間の道路計画地

の関係でございますが、次年度で当該事業地にかかる民地の用地取得

交渉を具体的に進めてまいりたいと考えておりますことから、用地測

量等に必要な筆界を明らかにするための現地立会を年度内に行う予定

を致しております。 

 次に南口の新家地区内の道路計画についてでございます。新家地区

の地権者におきましては、道路計画に難色を示されている方や代替地

等の諸条件などを示されている方もおられる状況の中ではありますが、

今後、具体的な交渉を進め事業に対するご理解や代替地等の対応を進

めるにあたっては、まず、土地の筆界を明らかにするための立会を行

い事業用地の測量をさせていたくことが必要であることをお願いしな

がら立会、測量等のご理解を求めてきたところであり、３月１８日に

現地立会を行わせていただくこととなっております。今後こうした作

業成果をふまえて、事業計画に難色を示されている地権者に対しまし

てもご理解を求めてまいりたいと考えております。 

 最後に、新年度における駅周辺道路等の整備の取り組みでございま

すが、引き続き駅周辺の道路計画について地権者等のご理解とご協力

をいただけるよう調整に努めるとともに可能な部分から用地取得に努

めてまいりたいと考えております。また南口、北口においては新設さ

れる自由通路との取り合い付近の整備に関連した歩道等の工事を行っ
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てまいりたいと考えております。 

 以上が駅周辺整備事業の進捗状況等でございます。 

 

 

 説明が終りましたので、質疑等あればお受けいたします。 

 

 今、西田参事の説明の中で、計画に対して難色を示しておられる方

がいるという風に言っておられたんですが、それは、南側の２号線の

ところに掛かる人なのかなという風に思うんですが、どれぐらいの方

が難色を示しておられるのか。もともと、開発をしようということで

没になっている地域ですんで、色んなご意見をいただいていると思う

んですが、その点についてまず、お聞きしたいと思います。 

 

 新家地区のシンボルロードの関係の地権者につきまして、個々に事

業の協力要請をしているところでございますが、２名程度の方の事業

協力が得られないということで、用地買収の協力まではお話はさせて

もらっておりませんが、難色を示しておられる方が２名程度。そうい

う方に対しましても、測量の立会等の協力はお願いをしてきた経緯が

ございまして、その件につきましては一応協力をしていただけるとい

うことで、今それの調整で３月１８日に現地で立会をお願いしている

という状況でございます。 

 

 今後、町の方も交渉を行っていただく中で、なるべくご理解を得ら

れるように努力をいただきたいという風に思うんですが、それぞれ色

んな路線番号を決めて計画を立てていってもらってまして、また説明

もいただいてますが、それぞれの路線についての予算というのが、今、

分かってらっしゃると思うんですが、それの内訳ですね、と、これま

で、極力斑鳩町の持ち出しを少なくしていってほしいとお願いをして

いますことから、補助として国の方や県の方から補助を受けられるの

か、また、受けられるんでしたら、どういった補助の名目で、金額は
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いくら、パーセントはいくらになるのか、お聞きをしたいと思います。 

 

 各路線ごとの概算の事業概要でございますが、まず、北口から服部

道への３１２号でございますが、概算事業費といたしましては３億１，

６００万円程度、積算をさせていただいております。 

 北口から踏切方面への３０６号のバイパスでございますが、この概

算事業費は１億６，６００万円。 

 

 以前に、計画図を出してもらってて、その路線番号４－１とか、４

－２号線とかいう形で示してもらってますんで、そういった形で。 

 

 そうしましたら、もう一度初めから、５号線でございます。北口か

ら服部道への３１２号でございますが３億１，６００万円の概算事業

費でございます。４－１号線、北口から踏切方面への道路関係の概算

費用が１億６，６００万円でございます。４－２号線、北口から西へ

高架下までの概算が１億７，６００万円。南口から高架下までの１号

線につきましては３億８，６００万円。２号線、新家地区から斑鳩ホ

ールまでの部分でございますが、７億１，２００万円、という概算で

積算をさせていただいております。 

 補助金の関係でございますが、まだ具体的には５号線と４－１号線

については補助採択を受けている訳でございますが、あとの路線につ

きましては、どういう補助メニューになるのかということは、まだ採

択は受けておりませんので、事業の進捗に合わせまして、補助金の県

との調整をしていきたいという風に考えているところでございます。 

 

 今参事、そういった形で補助を受けてますとおっしゃってましたけ

ど、実際に補助の名目と金額というのは、まだ分からないんですか。 

 

 補助のメニューでございますが、交通安全施設等整備事業という形

で５号線でございます。５号線の補助対象事業費が３億５００万円で
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ございまして、次に、４－１号線につきましても交通安全施設等整備

事業で補助対象事業費が１億６００万円という形で、今補助を受けて

いるということでございます。 

 それ以外に、まちづくり交付金の中で歩道等の整備のグレードアッ

プ等につきまして、国の補助を受けているということでございます。 

 

 それぞれパーセンテージ等、まだ確定していないのですか。 

 

 交通安全施設等整備事業の補助割合は５０パーセントから５５パー

セントということでございます。 

 

 当初、まだ概算でしたけれども、駅舎と併せて４５億ということで、

２０億円以上が町の持出しになるのではないかという風に考えていま

すけれども、今、ここの委員会でも議論して進めていますけれども、

財政健全化の検討会議の方でも駅舎周辺については色々意見が出され

ているという風に思うんです。特に、各路線ごとの予算が決まってき

て、そういった中で予算を含めて、今後どう進めていこうかという観

点からの事業として捉えていかなければいけないなという風に私も考

えているんですが、その中で私が見ると、南口の広場についても整備

の予算を組んでおられる、今説明いただいた以外で、と思うんですけ

れども、その金額はいくらになりますか。 

 

 南口広場の整備の事業費でございますが、概算として５億６，３０

０万円の積算をさせていただいております。 

 

 南口の広場、ここ整備をするのに５億６，０００万円掛かるという

事ですが、ここはＪＲが持っている土地で、それは無償で提供いただ

けるという風に、貸してもらえるという風にお聞きをしてたと私の記

憶では思うんですが、それで何で５億６，０００万円も掛かるのかな

という風に素朴に疑問を思うんですけれども、その点についてはどう
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いう事になっているんでしょうか。 

 

 南口広場につきましては、公社の用地も含まれておりますが、今現

在は公社以外のものはＪＲの敷地ということで、この整備に関しまし

ては、今現在も無償ですが、お借りしている中で整備を進めていきた

いと。今は暫定の広場の整備になりますが、後々の、以前から計画あ

ります、南側に広げた南口広場を都市計画事業でするに当たりまして

は、ＪＲから主要な部分は買い上げていかなければならないと、それ

はその時点でのＪＲとの話合いになりますが、現在の広場の分につき

ましては無償で整備をさせていただくと、用地につきましては無償で

整備をさせていただくということになってございます。 

 

 計画の中で広げていく用地は買っていかないかんという話で、ちょ

っと私、今よく理解できなかったんですが。 

 

 今現在の用地につきましては無償で活用できる訳でございますが、

今後、南口広場といたしまして正式な広さに整備をしていく段階にな

りましたら、ＪＲと協議の中でＪＲ敷地につきましては、６分の１を

残した以外のものは町として買収していかなければならないというこ

とになってございます。 

 

 そこですね、元々駅舎と自由通路の整備でのＪＲ負担が非常に少な

いと、今後路線を廃線した用地の買収等、ＪＲにも負担を求めていこ

うという事でできるだけ安い価格もしくは無償で提供いただくという

ことも、お願いを強く、交渉の中で要望していただくように、こちら

の方も言ってきましたけども、南側の広場ですね、今後必要な土地に

ついては買っていかないかんという見解をお聞かせいただいたんだと

思いますが。 

 

 南口広場ですが、先ほど５億６，３００万円という、大体の事業費
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を報告させてもらったんですが、その内４億あまりは、今現在公社で

持っております暫定広場、これがこれからの計画区域に入ってますか

ら、公社で持ってますから買戻しをすると、そういう整理をしていか

ないといかんという状況になっていきますので、その分の買戻し費用

を載せた金額になってますから、実質は１億５，０００万円ぐらいに

なります。それはどういうところへ使用するかといえば、当然、駅舎、

自由通路を造れば、その取合いとか、タクシー乗り場など、全体を整

理をしていく工事費、それが出てくると。用地は今現在借りていると

ころについてはＪＲから提示を受けて使用させてもらって、そのまま

の状態でやると。先ほど西田参事の方で報告させてもらったのは、将

来、区域を広げてやっていく場合にはＪＲ用地が掛かれば、その時の

はＪＲと交渉していかないといけないという説明をさせてもらったと

いうことですので、今回報告させてもらったのは、公社の買戻しの用

地費が主だということでございます。 

 

 そしたら、この予算の中には、今回ＪＲ用地を購入するという予算

は入っていないということですね。 

 費用の面でということで、私も検討会議等の議事録を見させてもら

って、傍聴に行ったりしてる中で、議論を聞いてますけれども、やは

り当然のように、斑鳩町の負担を少なくしていかなければいけないと

いうのと、併せて、あと北側の４－２号線等は要らないんじゃないか

なという議論されてますけども、その議論の過程の中で車を通すとい

う風になると、今南都銀行のところの交差点、踏切を越える高架にな

っているところの交差点が非常に危ない。特に、新たに車を通すよう

になると、そこが出入り口になるから、特に危ないんじゃないかと、

そこをどうするんですかということで議論をされていると思うんです

が、町の方の見解としてはそこの安全策等々は、４－２号線を開通し

た後のことというのはどういう風にお考えになっているでしょうか。 

 

 その路線につきましての警察協議でございますが、一応、第１回目、
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こういう構想で道路整備を考えておりますという話で警察との協議は

しております。また、その中で、具体的にこの整備に掛かっていく中

で警察協議をもっと深めていかなければならないという風に考えてお

ります。今、おっしゃっていただきます南都銀行のところの取合いの

関係につきましても、これから事業が進捗する中で警察と協議いたし

まして、どういう風な対応に掛かっていくのかということは、これか

らの課題という風に考えているところであります。 

 

 その問題ですね、今後、ここの計画の中でも２０年以降でというこ

とで施工予定をされてますけども、やはりそうした安全面の確保が出

来ない段階で、実施に移していくというのは、ちょっと早いんではな

いかという風に私も考えますんで、十分、協議をした上で、またこの

委員会の中でも議論をした上で、安全確認を取れる中で進めていく分

には私も理解はできますけども、そうした早急に、とにかく造ろうと

いう考えで進めるやり方は、やはり止めてほしいなという風に思いま

す。 

 

 他、ございませんですか。 

 

 工事に掛かっていただいてますが、乗降客並びに近隣住民から要望

またクレーム等、出てないのか。もし、出ているとすれば、どういう

風なものが出ているのか、またそれにどう対処されているのか、とい

う事をちょっとお聞きしてしたいと思います。 

 

 住民等からの苦情等があるのかというご質問でございます。２月２

８日頃でしたか、南口広場から西側へ行く道路の付近でございます。

仮囲いの関係で見通しが悪いというような連絡をいただきまして、早

速業者に指示したしまして、３月６日にカーブミラーを設置させてい

ただいて、対応をさせていただいるということでございます。 

 それから、北口の仮駅舎のオープン時でございますが、若干、東側
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の方に駅舎が移りましたんで、ＪＲの方でガードマン等の対応をして

いただいて、始発から午後９時ごろまで乗客の誘導をしていただいた

ということで対応をさせていただいるところでございます。そういっ

た内容等の連絡がございましたということで、よろしくお願いしたい

と思います。 

 

 朝の通勤時ですね、北口を利用されている通勤客が、従来の北口よ

りも東側に移ったがために、北口を通らないで踏切を渡って南口から

利用されるという方が大分いらっしゃいまして、こうなってくると踏

切拡幅先にしていただいて良かったなと。これは想像できなかったん

ですが、凄い人数の方が北口を利用せずに南口に回っておられるとい

う状況が、私自身確認しております。私がおったら、いつ出来るんだ

と、駅舎は。１年待ってくださいと、１年ちょっと辛抱してください

という風なお話はさせてもらってますが、またこれからもクレーム、

要望、多々あるとは思いますが、適宜、速やかな対処をお願いしたい

と思います。 

 

 去年の８月２２日にこの委員会に、工事実施計画年度を示されてま

すね。実際に、この計画年度表どうりに、今進んでおるのかどうか。

それから、１７年の１１月２８日の私の質問に対して、ＪＲ用地の買

収はこれからＪＲと話し合いをしたいと、こういう事なんです。確か

に２０年度からということでうたってますんで、日はありますけれど

も、これは工事実施計画年度ということで書いてある訳なんです。そ

れまでに用地の買収せんないかん訳や。私は、もうＪＲとある程度、

話し合いをちょっとでもしてくれているもんだと思っているのに、今

の質問の件から行くと、そういう事は全然やっておられない。どの、

都市計画であろうが、一般道路であっても、もう少し早い目から、地

元行って話し、今行って直ぐ了解してもらえるような土地と違います。

やっぱり皆さんが１００年も、２００年も守ってきた土地を、やはり

手放すのは大変です。しかし、斑鳩町の将来、また斑鳩町の事を思っ
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て協力してくれはる訳です。それを１日や、２日でね、話なるように

思ってたんでは私は甘いように思うんです。もっと誠意を持ってね、

計画立てたんなら、計画に沿って、前倒しに頼みに行く、お願いに上

がることが、私は一番先決問題やないかと思う。この間からの予算審

査特別委員会で示された土地開発公社の事業計画を見ても、１８年度

から１９年度まで取得予定地と書いてあるの、駅前で見てみなはれ、

１号線だけですやんか。４－１ですか、細く塗ってあるんで、あれで

すけども、これも一部入ってます。先ほど、説明されたんでこれはも

う了解したと思うんですが、こんなんで実際にこの計画どおりにやっ

ていけるんかどうか、町の考え方を示してください。 

 

 ご指摘いただいておりますように、１８年度の土地開発公社の事業

計画の中では、法隆寺駅前で２箇所入れさせてもらってます。ただ、

事業の進展によって、この土地開発公社を利用させていただいている

ということでございますので、事業計画の変更を公社にお願いをしま

してですね、また随時、用地の協力をしていただける方がございまし

たら、対応していきたいと、このように考えております。当然事業を

やるに当たって、用地を先に先行しておかないと、実際工事に入る段

階で、補助金もらってもなかなか出来ないというような状況になりま

すので、出来るだけ用地については、協力いただけるところについて

は対応していきたいと、このようには考えています。 

 

 ＪＲ用地の交渉経過でございますが、さしあたっては北口から踏切

方面への歩道整備等の用地が必要になってくる訳でございますが、今、

それにつきまして民地との筆界確認で、どれだけの用地が必要になる

のかという測量に当たっているところでございます。用地交渉につき

ましては、去年、助役と我々が、支社長と面談する中で、今後用地交

渉に当たっていく中で、できるだけ安価で処分してほしいというよう

なお願いもさせてきていただいておるところでございまして、具体的

に、まだ単価交渉までは至っておりませんが、そういう前段の対応を
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させていただいているということで、ご了承いただきたいという風に

考えております。 

 事業の進捗につきましては、以前、提案させていただきました進捗

には若干遅れをとっているということでございますが、１９年３月ま

でには完成していただくように、それについても、この前助役と支社

長と会談した中で、その期限を守っていただきたいという要望もして

まいっておりますので、よろしくご理解いただきたいと思います。 

 

 今、西田参事がおっしゃった駅の関係については１９年３月ですか、

ということで分かるんですけどね、私がこの駅をされる前から道を造

らないかんと。この間も古事の森あったときにもですね、斑鳩町、バ

スも入れないから西大寺からバス運行してますね。こんな状態ですが。

今これ仮に、１９年３月に、これはもう出来ると私も確信してますし、

計画どおりに出来るものだと自分ではそう思っております。しかし、

これ道できなかったら、こんなええ建物やってもらっても、どうもな

りませんが。私、今これをコピーさせてもらって見せたら、みんなえ

えの出来まんねなと、やっぱりええもん造ってもらわんなあかんと言

ってくれてはる訳や。やっぱり斑鳩町にふさわしい駅のためにね、４，

５００万も補正組んでもうても、私はもっとええもん造れと言うてま

んねん。１回ですが、やったん。なんぼええ駅舎できても、道できへ

んだら何にもなりませんわ。その道路を、私は、やっぱり早い目、早

い目に、２号線についても１７日ですか、立会いをされるということ

で、ちょっと安堵してますねけど、１８日ですね。１８日の土曜日で

すね。まあ、一歩前進だなと思ってますけれども、実際に、仮に土地

開発公社で予算組んであんのとでんな、全然組んでない、そりゃ部長

おっしゃるとおりにはやれんことはないですわな。しかし、その意気

込みというものは違うんちがうかなと思う。やっぱり、皆各課でも予

算組んでもうて、それに沿うてやっていかないかんなというのと、ま

だ予算もらえるやら、もらえんやら分からんというのと、意気込みも

違うと思うんですよ。もう少し積極的に何事もできへんのかなと思う
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んやけどね。実施計画年度内に、せめてやれるように、私は理事者も

また私たちも一丸となってね、努力せんなんいかんと思う。意気込み

だけ、聞かせてください。 

 

 川委員のご指摘でございますけれども、仏を作って魂入れずとい

う例えもありますように、りっぱな新駅ができて、その機能を果たす

のは、やはりアクセスと我々十分分かっております。そういう中で、

その取り組みを行なっておる訳でございます。早く、やはり今おっし

ゃるようなアクセス道路ができて、そして先ほども申しました駅舎の

機能が大きく活用できるような努力をしてまいりたいと、このように

考えています。 

 

 最後に、前にも何遍も申し上げましたけども、この図面には載せて

もらってない訳なんですが、たまたま１８年度の予算で、吉忠のとこ

ろからの６メートル計画道路を、拡幅を予定していただいております。

地権者の同意がなかったら、出来ない訳なんですけれど、また、土地

開発公社の計画にも載せていただいて訳なんです。この安堵王寺線の

１８メートル東向き、せめて町が６メートルに拡幅しようと思ってい

る場所まで、ここから向こうははっきり私は分からないのですが、安

堵領になるんじゃないかと思うんですが、ここまで何とか延ばせない

ものか。一番いいのは新御幸橋の右折レーンを早くやってもらえれば

大分変わってくると思うんですが、やはり斑鳩寄りの信号機のあると

ころで、あっちの方から来る、また吉忠、今解体されて住宅が建つと

いうことですし、この区間を何とか計画の中へ追加できないものか、

回答は結構ですんで、最大の努力して、もし出来たら次の委員会でも

いい返事ができますように検討していただければ、有り難いかなと思

いますんで、よろしくお願いしておきます。 

 

 吉川委員の件で、次の委員会で、努力していただいて、お答えをい

ただきたいということなので、お願いしておきます。 
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 ２号線なんですが、今回、１８年度で用地取得ということで２億４，

０００万円で工場跡の方を取得をする予定となってますが、それは先

ほど示していただいた７億１，２００万円の中に入っているというこ

とですね。 

 

 ２号線、北向いて左にカーブしている部分なんですが、それは２号

線の中に含まれていると、公社で。 

 

 あと、議論の過程の中で気になったんですが、もともと町のマスタ

ープランに基づいて道路整備を行っているということですが、この委

員会で委員さんから１８メートルにという意見はでてますけれども、

元々安堵王寺線に繋がる２号線の道路というのは計画としてどういう

位置づけをされていたのか、何メートルと規定があったのか、お聞き

をしたいと思います。 

 

 安堵斑鳩王寺線は、安堵から高田斑鳩県道まで１８メートル、それ

以降、神南のところまでは１６メートルという計画道路です。 

 

 ２号線についてですが、都市計画マスタープランを策定する段階で

は既定の幅員というのは定めておられませんでした。ただ、この地域

につきましては区画整理事業が当時ございまして、その中で１８メー

トル程度の道路ということで設定をされていた訳です。現状では１８

メートルということで事業の方を進めさせていただこうということで

進めております。 

 

 元々の区画整理事業の中で１８メートルということで、先ほど難色

を示しておられる方もいるということですが、元々１８メートルの計

画の話を持っていって、新家地区の住民さんがあかんということで、

没になった話をもう一回進めようとしている形になってしまっている
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んじゃないかなと、それではないんですかね。 

 

 全く関係ないです。都市計画道路として駅前から通じるということ

で、町としてもそういう考え方で進めてますから、そんなことがあっ

たから反対しているということではなく、町としてはそういう事につ

いて説明申し上げたら、確認し、納得はされてますが、うちの土地が

掛かるというこということについて、色々ご意見があるだけの話であ

ります。 

 

 そうしましたら、そこのところですね、ご納得されているというこ

とですが、元々の計画とは違う形で新たに駅周辺の道路整備というこ

とで計画を進めていっているということを、やはり住民の皆さんによ

く理解をいただきながら、進めていっていただきたい。私、この周辺

の土地に直接掛かる人じゃないんですが、どういう道路ができるよと

いうことをよく認識されていない、どうなるんですかというのをちょ

こちょこ聞かれますんで、町の方としても関係住民、周辺住民さんに

よくよく説明をしていただいていると思うんですが、そうした理解を

得ながら進めていくということを念頭においてやっていただきたいと

いう風に思います。 

 

 委員、ご指摘いただいておりました、住民の方々が道路の計画につ

いて、ご存知いただけてない部分があるということなんですが、昨年、

この地域、各自治会さんに説明会等させていただきながら、今日まで

事業を進めてきている訳で、確かにご出席いただけてない方等、見て

いただけてない方もおいでになるかと思いますが、町といたしまして

は、全体にご理解をいただくということを目的に、説明会も開催させ

ていただいています。 

それと、道路につきましては、当時、マスタープランの中で区画整

理の事業と共に、シンボルロードの計画があった訳ですが、今回の道

路につきましても、全くその計画が変わって、この道路が出来ている
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ということではございません。ただ、今回は道路事業ということで、

道路単独では進んでおりますが、当然、最終的には北の広場、将来、

広場に通じる道路という線形も考慮に入れながら、この路線を進めて

いくとところであります。 

 

 今、将来的に北側の広場にも繋がるということ、おっしゃったんで

すが、元々区画整理として真っ直ぐ引くというてたところのことを言

ってはるんですか。 

 

 今委員おっしゃっていただいておりますように、区画整理計画の中

で、当然、街路ということと重ね合わせた形で事業の計画をされてい

た訳なんですが、その路線と同じ路線で、今現在、事業の方を進めさ

せていただいているというところです。 

 

 そうすると、北側の方に繋がるというところはどうなんですか。 

 すいません。わたし良く理解できてないんですが、その道路を真っ

直ぐ抜くという認識ではなしに、今、Ｓ字型に曲がって繋がるけども、

そこを通って繋がる意味でおっしゃったんですか。 

 

 昨年の８月の委員会で資料を提出させていただいている図面がござ

いまして、Ｓ字に曲がっているのは、今回、まずこの部分を進めさせ

ていただくということなんですが、安堵王寺線から２号線の計画ルー

トにつきましては、そのままずっと北側へ上がっていただきますと駅

の南側広場に当たるという線形になってございます。先ほどちょっと

ややこしい説明をしたと思うんですが、この位置につきましてはこの

広場に、南側の広場に接続されるような真っ直ぐのルートが元々あり

ますので、そのルートに則った形で、今回事業を部分的にですが、進

めさせていただいている、そういう事でございます。 

 

 この計画等、周辺住民さんにご理解をいただくのは勿論のことなん
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ですが、以前にもやはり言わせていただいているように、交通バリア

フリーの基本構想を作って、町民全体に理解を得る形で、都市基盤整

備事業を進めていっていただきたい。町の方の考え方として予算委員

会など、見させていただきますと、その構想は今作る気はないという

ご答弁だったと思いますが、そこはやはり強く要望をしておきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

 

 要望ということで終わらせていただきます。 

 他、ございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 （２）ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについては説明を受

け、当委員会として了承をしたということで終ります。 

 これをもって、本日の案件についてはすべて終了いたしました。 

 なお、本日の会議の委員会報告のまとめについては、正副委員長に

ご一任いただきたいがご異議ございませんか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

 ありがとうございます。 

それでは、閉会にあたり町長の挨拶をお受けします。 

  

 （ 町長挨拶 ） 

 

 これをもって都市基盤整備特別委員会を閉会いたします。 

みなさん、お疲れさまでした。      （午後３時１６分 閉会） 

 


